
   



ＵＤ先進国視察『アメリカ』報告 概要　（次回よりシリーズで詳細報告します）
■　ＮＰＯ法人　ふくしまユニバーサルデザイン
　　理事長　佐々木善壽
福島県、「うつくしま県民の翼」平成17年秋
ユニバーサルデザイン研修実践者コース
「視察趣旨」-------------------------------------
アメリカＵＤ運動の発展段階で活躍したグループ
（個人・団体）や組織（第三セクター含む）の活動
実態を調査検証する。特にその中心的役割を担った人・組織と施設をインタビュー中心に視
察検証を行う。
UD運動に企業や行政・研究機関がどう係わり、果たした役割を探り、民間と行政との連携的
役割と効率的活動内容や地域運動としてのNPOの係わりを問い、今後のＵＤ運動展開と中心的
役割を担う機関（ＵＤセンター・組織）実現に活かしたい。
●主な視察地----------------------------------------------------------------------
①ボストン　　　　＜アダプティブエンバイロメント・　ウォーターフロント他＞
②ノースカロライナ＜ザセンターフォーユニバーサルデザイン＊ＵＤ住宅＞
③ワシントン　　　＜スミソニアン・アメリカンミュージアム/インディアンミュージアム＞
④ニューヨーク　　＜ライトハウス＊クーパーヒューイット国立デザイン美術館＞
　　　　　　　　　＜コロンビア大学建築学部＊ＮＹメイヤーズオフィス＞

ユニバーサルデザインの本質を考える　事務局より
現代社会に於いて、様々な言葉が行き交います。その中で『ユニバーサルデザイン』と
言う言葉があります。今まで、その言葉に行き着くまでに様々な言葉が行き交いました。
　ＵＤは言葉が先行し、なにか特別な事の様に思われがちですがそうではないと思います。
社会には様々な人々がいて、様々な環境があってそれも常に変化しています。
　ＵＤを考えるとき、結果としてのものに目が行きがちですがそれまでのプロセスが重要
とも考えられます。つまり、人・環境・ものが柔軟により深い関係性を保ち続けられる事
が求められると思います。
　専門家だけが関わるのでなく、ごくごく普通に誰でもが「ぶらっと工房に入る」ような
「デザイン作業ができる現場」を多様に創り出す事が近道と思われますが如何でしょうか？

次回は１２月に市民参加の先進地宮城県の「みやぎＮＰＯプラザ」をご紹介します。

■お問い合せ先：ＮＰＯふくしまユニバーサルデザイン　
　〒963-8001　福島県郡山市大町１－３－１３　　　Ｍail：fudml@f-ud.jp
　ＴＥＬ：０２４－９３８－６１０２　　ＦＡＸ：０２４－９２７－００１６

ユニバーサルデザイン情報コーナー
平成17年８月に当ＮＰＯ事務局の郡山市駅前大町プロワン事務所内２階に
ユニバーサルデザイン情報コーナーが開設されました。
■ＵＤに関する情報の案内及び世界のUD・UD製品紹介
・UD関連企業紹介・情報ペーパーなど展示しています。
また、ＵＤ先進地視察「アメリカ」の資料も準備中。
　随時、展示品追加予定ですのでご期待ください。
なお、当ＮＰＯのホームページもリニューアル予定。

事務局より紹介

会報の感想、ＵＤに関してご意見をお寄せください。
また皆さんの身近でＵＤの活動をしている個人・団体をお知らせください。
ＵＤの輪を広げましょう。」                              下記へご連絡くださいませ。
「お寄せ頂いた個人情報は当団体の個人情報保護指針に基づき、厳重に管理いたします。

本部事務所内にＵＤ情報コーナー設置しました。
お気軽に入らして、ゆっくりご覧下さいませ。

みらい工房にも
案内があります→


